
今
後
の
行
事
予
定

◆
開
館
時
間

  

平

　
　日

　９
時
～
19
時

  

土
日
祝
日

　９
時
～
18
時

　書
庫
内
資
料
の
利
用
申
請
は
17
時
30
分

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す

◆
休
館
日
（
令
和
３
年
度
）

  

毎
週
水
曜
日

  

年
末
年
始
12
月
28
日
～
１
月
３
日

  

特
別
整
理
期
間

 

　
　
　
　

 

12
月
２
日
～
12
月
７
日

　休
館
日
に
つ
い
て
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ま

た
は
当
館
内
の
掲
示
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

利
用
案
内

◆
企
画
展

(

後
期)

10
月
28
日(

木)

～
11
月
30
日(

火)

◆
公
文
書
館
講
座

  

●
歴
史
講
座

 (

第
２
回)

10
月
22
日(

金)

◆
県
政
映
画
上
映
会

 

　
　
　
　11
月
２
日(

火)

　今
後
の
情
勢
に
よ
っ
て
は
変
更
の
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い



当
館
が
所
蔵
す
る
「
秋
田
藩
家
老
渋
江

政
光
の
林
業
思
想
に
関
す
る
古
文
書
」
２

点
が
２
０
２
０
年
度
の
林
業
遺
産
と
し
て

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
、
５
月

日
24

付
の
認
定
証
（
表
紙
）
が
当
館
に
届
き
ま

し
た
。

林
業
遺
産
の
認
定
は
一
般
社
団
法
人
日

本
森
林
学
会
が
設
立
百
周
年
を
契
機
と
し

て
、
２
０
１
３
年
度
か
ら
開
始
し
た
事
業

で
す
。
林
業
発
展
の
歴
史
を
将
来
に
わ
た

っ
て
記
憶
・
記
録
し
て
い
く
た
め
の
試
み

で
す
。

森
林
面
積
が
県
土
の
７
割
を
占
め
、
歴

史
的
に
も
長
年
木
材
供
給
地
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
き
た
本
県
林
業
に
と
っ
て
、

根
幹
的
思
想
が
評
価
を
得
ら
れ
た
こ
と
は

非
常
に
心
強
く
、
ま
た
広
く
県
民
に
と
っ

て
も
郷
土
へ
の
思
い
を
深
め
る
機
会
と
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
こ
の
認
定
は
本
県
林
業
に
携
わ

る
人
々
に
よ
る
約
４
０
０
年
の
リ
レ
ー
が

そ
の
価
値
を
認
め
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
り

ま
す
。
認
定
対
象
と
な
っ
た
資
料
１
を
遺

し
た
黒
沢
道
家
は
渋
江
政
光
と
同
時
代
を

生
き
た
人
物
で
あ
り
、
当
館
所
蔵
の
諸
士

系
図
（
Ａ
２
８
８
．
２-

５
９
０-

１
３
）

に
も
そ
の
関
わ
り
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

資
料
２
は
政
光
没
後
約
２
０
０
年
が
経
っ

た
「
文
化
の
林
政
改
革
」
に
お
い
て
、
こ

の
遺
訓
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し

ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
近
代
に
入
っ
て
か
ら
の
没

後
３
０
０
年
の
記
念
碑(

大
正
２
年)

や
第

２
回
全
国
育
樹
祭
記
念
碑(

昭
和

年)

も

53

思
想
を
繋
ぐ
証
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

認
定
証
は
閲
覧
室
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
企
画
展
は
、
秋
田
県
誕
生

１
５
０
年
記
念
事
業
「
廃
藩
置
県
１
５

０
年

公
文
書
で
み
る
秋
田
の
歴
史
」
を

テ
ー
マ
に
、
前
期
・
後
期
日
程
で
の
開

催
と
な
り
ま
す
。

前
期
は
、
期
間
中
約
３
，
３
０
０
人

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内

容
は
①
歴
代
秋
田
県
知
事
全
員
の
顔
写

真
付
き
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
ぐ
る
り
と
並

べ
て
展
示
し
て
１
５
０
年
の
時
の
流
れ

を
表
現
、
②
廃
藩
置
県
当
時
か
ら
平
成

元
年
ま
で
の
各
時
代
に
起
き
た
大
き
な

出
来
事
を
取
り
上
げ
、
特
に
現
代
か
ら

の
視
点
で
「
感
染
症

「
異
常
気
象
・
災

」

害

「
貧
困
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
展
示
、

」
③
公
文
書
簿
冊
の
閲
覧
体
験
が
で
き
る

専
用
の
閲
覧
申
請
書
を
会
場
で
配
布
、

の
３
点
を
ポ
イ
ン
ト
に
し
ま
し
た
。

後
期
は
、
展

示
内
容
を
一
部

入
れ
替
え
て
開

催
し
ま
す
。

後期企画展

於：2階特別展示室

10月2８日（木）

～11月30日（火）
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２
０
２
０
年
度
林
業
遺
産

当
館
所
蔵
資
料
が
県
内
初
認
定
！

「
国
の
宝
は
山
な
り

「
山
の
衰
え
は
則
ち
国
の
衰
え
な
り
」

」

資料１「渋江政光遺言黒沢道家之覚書」（混架18-25）

資料２「山林盛衰之大凡考 木山方以来覚」（混架7-278）

その他の認定対象

渋江政光君三百年祭記念碑（千秋公園）

第２回全国育樹祭記念碑（秋田県県民の森）

秋田藩初期の家老。佐竹義宣渋江政光（1574～1614）
入部の草創期において、城下の屋敷割や税制など藩財政の礎を
築いた。また、林業でも「国の宝は山なり」「山の衰えは則ち国の
衰えなり」として秋田杉の保護と育成に力を尽くした。大坂冬の
陣にて戦死。渋江家は政光を含め８名の家老を出し、屋敷跡地に
は来年６月開館予定の「あきた芸術劇場」が建築中である。

企
画
展
「
廃
藩
置
県
１
５
０
年

公
文
書
で
み
る
秋
田
の
歴
史
」



ク
ニ
マ
ス
は
な
ぜ
生
き
残
っ
た
の
か

―

―

文
書
は
小
説
よ
り
奇
な
り

月

日
（
金
）

時
半

10

22

13

於
：
３
階

多
目
的
ホ
ー
ル

平
成

年
（
２
０
１
０
）

月
、
山
梨

22

12

県
富
士
五
湖
の
西
湖
で
絶
滅
種
と
思
わ
れ

て
い
た
ク
ニ
マ
ス
が
再
発
見
さ
れ
、
大
ニ

ュ
ー
ス
と
し
て
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

ク
ニ
マ
ス
は
田
沢
湖
に
生
息
し
て
い
た

固
有
種
で
、
角
館
所
預
・
佐
竹
北
家
の
御

日
記
に
も
記
録
が
多
数
残
っ
て
い
ま
す
。

明
治
以
後
も
田
沢
湖
の
ク
ニ
マ
ス
は
貴

重
な
水
産
資
源
で
、
ヒ
メ
マ
ス
同
様
に
都

会
の
洋
食
店
で
も
食
材
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
に
入
る
と
、
戦
時
下
の
電

源
開
発
と
農
地
開
発
で
玉
川
の
酸
性
水
が

流
し
込
ま
れ
た
た
め
、
田
沢
湖
の
魚
類
は

死
滅
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

世
紀
に
、

21

遠
く
離
れ
た
山
梨
県
の
湖
で
生
息
し
て
い

た
の
で
す
。

第
２
回
講
座
で
は
、
遠
く
離
れ
た
山
梨

県
西
湖
で
「
ク
ニ
マ
ス
は
な
ぜ
生
き
残
っ

た
の
か
」
に
つ
い
て
、
当
館
所
蔵
資
料
を

駆
使
し
て
、
当
館
職
員
が
い
わ
ば
「
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
探
偵
」
に
な
っ
て
そ
の
謎
を
解

き
明
か
し
て
い
き
ま
す
。

戦
前
の
文
書
か
ら
分
か
っ
て
き
た
事
実

の
数
々
。
和
井
内
貞
行
に
よ
る
十
和
田
湖

で
の
ヒ
メ
マ
ス
養
殖
と
の
意
外
な
関
係
、

県
水
産
試
験
場
の
田
沢
湖
孵
化
場
に
お
け

る
ク
ニ
マ
ス
稚
魚
の
耐
光
試
験
デ
ー
タ
、

そ
し
て
ク
ニ
マ
ス
生
き
残
り
の
原
因
と
な

っ
た
学
術
上
の
「
世
紀
の
大
誤
解
」
な
ど

な
ど
・
・
・
。
当
館
所
蔵
資
料
が
語
る
歴

史
の
醍
醐
味
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

※
写
真
：
資
料
番
号

９
３
０
１
０
３-

０
７
１
７
６
，

０
７
１
７
８
，
０
７
１
８
８

全
６
回
の
講
座
を
延
べ
１
１
３
人
の
方

々
が
受
講
さ
れ
、
初
級
編
で
は
半
数
以
上

の
方
が
初
め
て
の
お
申
し
込
み
で
し
た
。

第
３
回
の
講
座
で
は
入
門
編
と
し
て
、

文
字
を
部
分
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
を
テ

ー
マ
に
し
ま
し
た
。
同
じ
部
品
を
使
う
文

字
に
注
目
す
る
と
、
頭
に
入
る
文
字
数
が

一
気
に
増
え
、
く
ず
し
字
を
読
む
楽
し
み

も
広
が
り
ま
す
。
何
点
か
紹
介
し
ま
す
。

上の部分はほぼ同じです。

下の部分の違いが特徴

的です。

「 有 」 の 中 に は

「月」があり、

「 堀 」 の 中 に は

「出」があります。

｢ 致 ｣ と

｢ 屋 ｣ は

｢ 至 ｣ が

共通。

歴
史
講
座(

第
１
回
）
は
、
９
月

日
10

に
当
館
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、

前
期
企
画
展
（
８
月

日
～
９
月

日
）

26

21

の
見
所
や
展
示
資
料
に
つ
い
て
、
解
説
を

行
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
展
示
内
容
を
検
討
し
た
際
の

考
え
方
や
展
示
の
方
法
で
工
夫
し
た
点
、

各
展
示
物
の
注
目
し
て
ほ
し
い
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
ス
ク
リ
ー
ン
で
説
明
し
た
後
、
展

示
室
に
移
動
し
ま
し
た
。
展
示
室
で
は
実

物
を
見
な
が
ら
、
大
正
期
の
ス
ペ
イ
ン
風

邪
の
流
行
、
明
治
大
正
期
の
洪
水
や
大
凶

作
、
戦
前
の
欠
食
児
童
対
策
な
ど
を
解
説

し
、
受
講
さ
れ
た
皆
様
に
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「各」「路」「落」。「各」の部分が共通

です。また、「足偏」と「言偏」、「各」と

「水」はくずし方によっては区別がつき

ませんので、他の部分との組み合わせ

や前後から判断します。
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古
文
書
解
読
講
座

を
開
催
し
ま
し
た

第
２
回
歴
史
講
座

歴
史
講
座
（
第
１
回
）

を
開
催
し
ま
し
た



『
岡
本
元
朝
日
記
』
の
翻
刻
刊
行
は
、

今
年
度
の
第
８
巻
で
最
終
刊
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
号
で
は
刊
行
ま
で
の
作
業
過

程
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

世
紀
末
か
ら

世
紀
初
頭
に
書
か
れ

17

18

た
「
岡
本
元
朝
日
記
」
原
本
の
文
字
は
、

一
般
に
は
読
み
難
い
く
ず
し
字
で
す
。
昭

和

年
か
ら
平
成
４
年
度
ま
で
、
原
本
は

60
旧
県
立
秋
田
図
書
館
古
文
書
係
で
原
稿
用

紙
に
解
読
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
５
年

度
の
公
文
書
館
開
館
に
伴
い
、
右
上
の
原

本
と
左
上
の
解
読
原
稿
も
移
管
さ
れ
ま
し

た
。
平
成

年
度
か
ら
、
当
館
の
翻
刻
刊

26

行
事
業
は
い
よ
い
よ
『
岡
本
元
朝
日
記
』

の
順
番
に
入
り
ま
し
た
。

解
読
原
稿
を
デ
ー
タ
化
し
、
本
と
し
て

の
書
式
を
整
え
、
左
下
の
校
正
作
業
を
古

文
書
班
の
職
員
が
手
分
け
し
て
、
最
終
校

正
を
含
め
て
４
回
行
い
ま
す
。
左
下
は
初

校
段
階
の
も
の
で
す
が
、
解
読
や
入
力
の

誤
り
を
原
本
の
複
写
と
照
合
し
て
、
く
ず

し
字
解
読
辞
典
を
片
手
に
根
気
よ
く
直
し

て
い
き
ま
す
。

作
業
過
程
で
得
ら
れ
た
「
岡
本
元
朝
日

記
」
に
関
す
る
知
識
や
解
読
力
は
、
こ
れ

ま
で
何
度
か
古
文
書
解
読
講
座
の
教
材
に

役
立
て
て
き
ま
し
た
。

刊
行
後
は
、
県
内
の
図
書
館
な
ど
社
会

教
育
施
設
、
県
内
外
の
大
学
や
公
文
書
館

関
係
施
設
な
ど
に
配
付
し
て
い
ま
す
。
附

録
の
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
電
子
版
で
自
在
に

簡
易
検
索
が
で
き
ま
す
。
３
月
末
の
第
８

巻
刊
行
を
お
楽
し
み
に
。

秋
田
県
で
は
、
昭
和

年
代
～

年
代

30

50

前
半
の
県
事
業
の
広
報
の
ほ
か
県
内
各
地

域
の
生
活
や
文
化
、
産
業
な
ど
様
々
な
話

題
を
映
画
館
で
上
映
し
て
い
ま
し
た
。

当
館
で
は
、
こ
れ
ら
の
県
政
映
画
を
保

存
し
て
お
り
、
こ
の
一
部
を
大
き
な
ス
ク

リ
ー
ン
で
鑑
賞
で
き
る
上
映
会
を
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
第
１
回
を
８
月

日
（
金
）

27

に
当
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
予
定

で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
上
映
会

を
直
前
に
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
た
皆
様

に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

な
お
、
当
館
２
階
の
閲
覧
室
に
お
き
ま

し
て
は
、
モ
ニ
タ
ー
で
は
あ
り
ま
す
が
、

月
替
わ
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
毎
日
数
作
品

放
映
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

月
２
日
（
火
）
第
２
回
に
つ

11

い
て
は
現
在
の
と

こ
ろ
開
催
の
予
定

で
す
。
開
催
の
可

否
に
つ
い
て
は
、

当
館
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

林
業
遺
産
。
４
０
０

年
語
り
継
が
れ
た
と
い

う
連
続
性
が
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
時
代

の
異
な
る
４
点
の
認
定
対
象
が
連
続
性
を

証
明
し
た
の
で
す
。
資
料
は
１
点
で
も
事

実
は
示
せ
ま
す
。
し
か
し
、
複
数
の
資
料

あ
る
い
は
結
果
に
つ
な
が
る
過
程
を
記
録

し
た
資
料
が
あ
れ
ば
、
結
果
を
生
み
出
す

必
然
性
に
も
迫
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
分

野
で
も
、
練
習
や
試
合
の
過
程
を
正
確
に

記
録
す
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
再
現
性
を
高
め
ま
す
。
歴
史
資
料
は

そ
の
一
つ
一
つ
が
「
今
」
と
い
う
結
果
へ

の
「
過
程
」
を
記
録
し
た
も
の
で
す
。
過

程
を
記
録
す
る
、
そ
し
て
残
す
こ
と
の
重

要
性
を
改
め
て
考
え
ま
し
た

（
髙
）

。
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当
館
所
蔵
資
料
の
一
つ
に
、秋
田
藩
の
上
級
藩
士
渋

江
和
光
（
一
七
九
一
～
一
八
四
三
）
の
日
記
が
あ
り
ま

す
。日
記
は
和
光
二
十
四
歳
の
文
化
十
一
年
（
一
八
一

四
）
正
月
に
始
ま
り
、四
十
九
歳
の
天
保
十
年
（
一
八
三

九
）
十
二
月
で
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

渋
江
家
は
二
九
六
二
石
、和
光
の
代
ま
で
五
人
の
家

老
を
出
し
た
名
家
。和
光
は
十
三
歳
の
時
に
渋
江
の
別

家
か
ら
養
子
入
り
し
、十
七
歳
で
家
老
に
次
ぐ
重
役
で

あ
る
御
相
手
番
に
就
任
し
ま
し
た
。い
ず
れ
は
家
老
に

お

あ

い

て

ば

ん

と
、本
人
も
周
囲
も
思
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。し
か
し
、最

も
家
老
に
近
い
位
置
に
い
な
が
ら
、和
光
は
終
生
家
老
に

な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。若
い
頃
の
日
記
は
、自
信
と
希
望

に
満
ち
て
い
ま
す
。そ
れ
が
、年
を
重
ね
る
に
つ
れ
「
馬
鹿

者
な
り
」
「
つ
ま
ら
ぬ
事
な
り
」
と
湧
き
上
が
る
怒
り
を

日
記
に
ぶ
つ
け
る
憂
鬱
な
初
老
藩
士
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。日

記
に
登
場
す
る
家

族
も
、少
し
わ
け
あ
り
の

感
じ
が
否
め
ま
せ
ん
。ま

ず
は
継
母
の
「
か
か
さ

ま
」
。
日
記
に
は
「
麁
陋

そ
ろ
う

の
人
」
（
心
が
狭
い
）
と

あ
り
ま
す
（
文
化
十
二

年
十
月
二
十
六
日
条
）
。

き
っ
と
、い
ろ
い
ろ
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
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和
光
に
は
、か
か
さ
ま
の
実
家
、院
内
の
大
山
家
か
ら

二
人
の
妻
を
迎
え
ま
す
が
、前
妻
は
和
光
二
十
四
歳
の

時
、後
妻
は
三
十
六
歳
の
時
に
亡
く
な
り
ま
す
。

二
人
の
妻
と
の
間
に
も
う
け
た
子
ど
も
の
う
ち
、大

人
に
な
っ
た
の
は
二
人
の
息
子
と
三
人
の
娘
で
す
。こ
の

息
子
た
ち
と
ソ
リ
が
合
い
ま
せ
ん
。天
保
十
年
（
一
八
三

九
）
六
月
二
十
八
日
、長
男
、貞
治
へ
の
訓
戒
。

①
お
前
は
心
根
が
悪
い
。

②
お
前
は
口
先
ば
か
り
で
本
心
が
見
え
な
い
。

③
お
前
は
わ
が
ま
ま
だ
。軽
い
。

④
小
姓
は
友
達
で
は
な
い
ぞ
。

⑤
つ
き
合
う
人
を
選
び
な
さ
い
等
、二
十
五
条
。

そ
れ
で
も
貞
治
を
気
に
入
ら
ぬ
和
光
、同
年
十
一
月

二
十
七
日
の
日
記
に
「
も
う
一
生
会
わ
な
い
」
と
記
し
て

い
ま
す
。二
男
の
平
四
郎
に
つ
い
て
も
「
あ
ま
り
き
か
な

く
て
致
し
方
な
し
」
（
天
保
九
年
三
月
二
十
六
日
条
）

と
あ
り
ま
す
。一
方
、三
人
の
娘
は
、か
わ
い
く
て
仕
方

が
な
い
よ
う
で
す
。体
の
具
合
が
悪
い
長
女
の
お
れ
ん
。

医
者
か
ら
す
っ
ぽ
ん
を
勧
め
ら
れ
た
途
端
、家
来
に
調

達
を
厳
命
。「
六
貫
五
百
文
で
売
っ
て
い
た
」
と
報
告
を

聞
く
や
「
す
ぐ
に
買
っ
て
こ
い
。た
だ
し
長
男
の
ツ
ケ
で
」

と
（
天
保
十
年
八
月
十
三
日
条
）
。高
価
な
す
っ
ぽ
ん
も

娘
の
た
め
。何
と
優
し
い
父
親
で
し
ょ
う
。

次
女
の
お
信
、戸
村
一
学
に
嫁
ぐ
も
、結
婚
し
た
て
の

天
保
十
年
一
月
十
六
日
、一
学
に
隠
し
子
が
発
覚
。相

手
は
町
の
女
。「
お
信
大
に
泣
き
候
」
（
同
年
一
月
二
十

お
お
い

九
日
条
）
こ
れ
に
は
、た
だ
オ
ロ
オ
ロ
す
る
ば
か
り
の
和

光
。人
間
味
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

和
光
は
、な
ぜ
家
老
に
な
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
政
治
改
革
を
進
め
る
家
老
に
追
従
し
な
か
っ
た

か
ら
で
す
。藩
政
改
革
に
よ
り
、次
々
と
従
来
の
し
き
た

り
が
変
わ
っ
て
ゆ
く
。こ
れ
は
、先
祖
か
ら
引
き
継
い
だ

も
の
を
次
世
代
に
継
承
す
る
の
が
自
分
の
役
目
と
考
え

る
和
光
の
ス
タ
ン
ス
と
全
く
相
容
れ
ま
せ
ん
。

す
べ
て
は
改
革
を
推
進
す
る
家
老
の
疋
田
斎
が
悪

い
。憎
い
。そ
し
て
、つ
い
に
、天
徳
寺
で
執
り
行
わ
れ
る

法
事
の
座
配
を
め
ぐ
り
、疋
田
家
老
と
激
突
し
ま
す
。

つ
ま
ら
ぬ
人
ニ
有
之
候
。
惣
て
斎
殿
ハ
片
は
り
者
ニ

こ
れ
あ
り

そ
う
じ

て
是
非
も
不
相
分
、申
出
シ
候
事
ハ
、何
所
迄
も
其

あ
い
わ
か
ら
ず

ど

こ

ま
で

通
ニ
無
之
候
得
は
不
相
済
人
ニ
有
之
候
。

と
お
り

こ
れ
な
く

え

ば

あ
い
す
ま
ざ
る

こ
れ
あ
り

（
文
政
四
年
七
月
二
日
条
）

自
分
の
こ
と
は
棚
に
上
げ
て
「
言
い
出
し
た
ら
聞
か
な
い

強
情
者
」
と
家
老
を
責
め
立
て
る
和
光
。結
果
は
、御
相

手
番
罷
免
。

和
光
は
、己
が
信
じ
る
道
を
進
み
、結
果
と
し
て
出
世

を
逃
し
ま
す
。し
か
し
、こ
こ
で
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、

自
分
の
意
に
そ
わ
ぬ
疋
田
斎
に
追
従
し
て
ま
で
、家
老

の
地
位
を
得
る
こ
と
が
、果
た
し
て
和
光
に
と
っ
て
幸
せ

な
こ
と
だ
っ
た
の
か
？
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
記
か
ら
浮
か
び
上
が
る
渋
江
和
光
の
姿
は
、信
念

を
貫
く
剛
直
の
武
士
そ
の
も
の
で
す
。そ
れ
で
い
て
、ど

こ
か
憎
め
な
い
か
ら
不
思
議
で
す
。

「
渋
江
和
光
日
記
」
は
、全
十
二
巻
の
翻
刻
本
も
あ

り
ま
す
。く
ず
し
字
の
学
習
に
は
ピ
ッ
タ
リ
。ぜ
ひ
日
記

の
原
本
と
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
な
お
、「
渋
江
和
光
日
記
」
は
、平
成
二
十
四
年
、

秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
畑
中
康
博
】

「
渋
江
和
光
日
記
」



石
井
忠
行
の
『
伊
頭
園
茶
話
』
五
（
混
架
八-

六
九
九

-

六
）
の
巻
末
に
、秋
田
藩
が
発
行
し
た
米
切
手
が
書
写

さ
れ
て
い
ま
す
。

図
①
が
そ
れ
で
す
が
、な
ん
と
書
か
れ
て
い
る
か
わ
か
り

ま
す
か
。前
衛
書
道
の
作
品
の
様
で
す
ね
。

そ
れ
を
読
み
解
く
前
に
、米
切
手
と
い
う
も
の
に
つ
い

て
説
明
し
て
お
き
ま
す
。米
切
手
は
大
坂
で
入
札
さ
れ

た
米
の
引
き
換
え
証
と
し
て
藩
の
蔵
屋
敷
が
発
行
し
た

も
の
で
す
。と
い
う
と
、こ
れ
を
得
た
入
札
者
が
大
坂
に

秋
田
米
が
送
ら
れ
て
き
た
と
き
、
こ
の
券
を
持
っ
て
き

て
、現
物
と
引
き
換
え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
よ
ね
。

と
こ
ろ
が
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
石
井
忠
行
は
、

「
米
師
共
此
切
手
を
売
買
し
、廻
り

て
正
米
入
用

〱

の
も
の
引
替
に
出
る
」
と
書
い
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、米
切

手
は
転
売
さ
れ
る
の
で
す
。そ
し
て
そ
の
つ
ど
価
格
は
上

下
し
ま
す
。

図
①

さ
て
、書
か
れ
て
い
る
文
言
で
す
が
、石
井
は
次
の
よ

う
に
書
い
て
い
ま
す
（

）
。

図
②

米
三
拾
俵

右
可
相
渡
、
水
火
難
不
存
候
、
以
上

年
号
月
日

穐
田
蔵

図
②し

か
し
三
行
目
の
「
年
号
月
日
」
は
異
筆
で
、石
井
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
部
分
は
誤
り
で
す
。図
①

を
見
て
く
だ
さ
い
。「
九
百
九
十
弐
」
と
あ
り
ま
す
。こ
れ

は
日
付
で
は
な
く
管
理
番
号
で
す
。一
度
は
大
坂
蔵
屋

敷
詰
を
経
験
し
た
石
井
が
誤
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、問
題
が
も
う
一
つ
。石
井
が
書
い
た
米
切
手

は
、
発
行
さ
れ
る
前
の
雛
形
で
あ
り
、流
通
し
た
米
切

手
の
完
全
形
で
は
な
い
の
で
す
。そ
の
完
全
形
を
、高
槻

泰
郎
『
大
坂
堂
島
米
市
場
』
（
講
談
社
現
代
新
書
）
を

参
考
に

に
示
し
て
み
ま
し
た
。

図
③

は
入
札
実
施
日
、

は
入
札
者
、

は
切
手
の
発

ⓑ

ⓒ

ⓓ

行
日
、そ
し
て

は
入
札
に
付
さ
れ
た
米
俵
総
数
で
す
。

ⓐ

石
井
は
「
高
何
程
御
払
に
て
も
三
十
俵
宛
の
切
手
に
て

都
合
し
て
、其
上
下
の
切
手
無
き
事
也
」
と
説
明
し
て
い

そ
の

ま
す
。つ
ま
り
、取
引
の
対
象
と
な
っ
た
総
俵
数
が
何
俵

で
も
、米
切
手
は
三
〇
俵
ず
つ
で
発
行
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。た
と
え
ば
、入
札
さ
れ
た
米
が
一
二
〇
俵
だ
と
す

図
③

る
と
、こ
の
米
切
手
が
四
枚
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

お
そ
ら
く
管
理
番
号
は
連
番
に
な
り
ま
す
。

以
上
が
米
切
手
の
完
全
形
で
す
。と
こ
ろ
が
、実
際
に

は

の
形
の
も
の
（
つ
ま
り

の
記
載
の
な
い

図
①

ⓐ
ⓑ
ⓒ
ⓓ

も
の
）
に
正
式
な
藩
の
印
を
捺
し
た
も
の
が
他
藩
の
も

の
を
含
め
て
大
量
に
発
見
さ
れ
ま
す
。こ
れ
は
、「
坊
主

ぼ
う
ず

切
手
」
と
い
っ
て
、藩
が
個
人
か
ら
借
金
し
た
際
に
借
用

証
文
と
一
緒
に
債
権
者
に
発
行
し
た
も
の
で
し
た
。こ

れ
に
は
先
に
述
べ
た
よ
う
な
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
か
ら
、堂
島
の
米
市
場
で
取
引
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。い
わ
ば
、当
事
者
に
対
す
る
担
保

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ち
な
み
に
中
央
に
書
か
れ
て
い
る
「
右
可
相
渡
水
火

難
不
存
候
」
と
は
、「
右
相
渡
す
べ
し
。水
火
の
難
存
ぜ

ず
候
」
と
読
み
ま
す
。「
水
害
・火
災
に
よ
る
損
害
に
つ
い

て
は
当
方
は
関
知
し
な
い
」
と
い
う
意
味
で
す
。こ
れ
は

決
ま
り
文
句
で
す
が
、実
際
に
は
タ
テ
マ
エ
上
の
文
言
に

す
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

【
金
森
正
也
】

ⓐ
■
■
■
■

ⓑ
■
■
■
■

ⓒ
■
■
■
■

米
三
拾
俵

一

右
可
相
渡
水
火
難
不
存
候
以
上

ⓓ
■
■
■
■

穐
田
蔵

九
百
九
拾
弐

米
切
手
は

面
白
い


